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京
都
（

→ 

Ｗ
ｅ
ｂ
）
「
ヲ
シ
テ
講
習
会
」 

９
３
回
目 

令
和
５
年

２

０

２

３

９
月
１
６
日 

池
田 

満 
「
カ
モ
」
の
ミ
ヤ
（
上
賀
茂
・
下
鴨
神
宮
）
が
再
興
さ
れ
ま
す
。 

ヒ
ト
の
世
に
な
っ
て
よ
り
は
、
忘
れ
ら
れ
て
き
た
の
で
し
た
。
ア
ス
ス
７
２
１
年
の
イ
ク
メ
の
キ

ミ
（
垂
仁
天
皇
）
に
至
る
ま
で
の
７
０
０
年
ほ
ど
の
間
、
寂
れ
る
ま
ま
で
し
た
。
ヤ
マ
ト
ウ
チ
に
て

二
朝
廷
並
立
時
代
が
終
焉
を
む
か
え
て
、
奈
良
盆
地
に
ミ
ヤ
コ
が
統
合
さ
れ
た
か
ら
で
す
ね
。 

賑
や
か
だ
っ
た
の
は
、
カ
ミ
ヨ
の
終
わ
り
の
頃
で
し
た
。
ト
ヨ
タ
マ
ヒ
メ
が
来
て
、
弟
の
タ
ケ
ス

ミ
が
お
祭
り
を
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
ウ
ガ
ヤ
フ
キ
ア
ハ
セ
ス
さ
ま
が
常
の
ミ
ヤ
と
な

さ
っ
て
い
た
の
が
下
鴨
の
方
で
し
た
。
タ
マ
ヨ
リ
ヒ
メ
の
不
思
議
な
出
来
事
が
あ
っ
て
、
タ
ケ
ヒ

ト
（
神
武
天
皇
）
さ
ま
の
ご
誕
生
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
を
ハ
ナ
に
、
寂
れ
て
い
っ
た
の
で
し
た
。 

そ
も
そ
も
、
建
国
の
中
心
と
な
っ
た
ヲ
ウ
ミ
（
琵
琶
湖
）
の
湖
岸
地
方
か
ら
す
る
と
、
比
叡
山
の

後
側
の
位
置
が
京
都
盆
地
で
し
た
。
今
は
山
城
と
書
き
ま
す
が
、
古
く
は
山
背
と
漢
字
表
記
が
さ
れ

る
よ
う
に
、
表
に
対
し
て
後
ろ
側
で
し
た
。 

翻
っ
て
、
思
い
見
ま
す
と
、
ア
マ
テ
ル
カ
ミ
の
時
代
に
は
カ
タ
の
カ
ミ
が
先
端
技
術
の
農
業
を
興

し
て
い
た
の
で
し
た
。
伏
見
の
と
こ
ろ
で
す
。 

そ
の
後
に
、
京
都
盆
地
は
ニ
ニ
キ
ネ
さ
ま
の
興
さ
れ
た
開
発
で
発
達
発
展
し
ま
し
た
。
京
都
盆
地

の
開
発
の
際
、
下
鴨
で
は
セ
ミ
の
小
川
（
御
手
洗
川
）
に
ミ
ナ
ツ
キ
の
は
ら
い
（
旧
暦
６
月
の
末
）

の
行
事
を
コ
モ
リ
カ
ミ
が
お
こ
な
っ
て
い
ま
し
た
。
伏
見
の
も
う
少
し
南
の
巨
椋
（
お
ぐ
ら
）
の
と

こ
ろ
は
、
秀
吉
が
開
発
し
ま
し
た
。
巨
椋
池
の

治
水
で
す
。
そ
の
後
、
巨
椋
池
は
干
拓
が
昭
和

７
年
か
ら
お
こ
な
わ
れ
ま
す
。
４
万
人
分
の
穀

倉
地
帯
と
な
り
ま
し
た
。 
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３
７
、
ト
リ
あ
わ
せ 

タ
チ
ハ
ナ 

の 

ア
ヤ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

十
一
代 

垂
仁
天
皇 

 

三
分
割
の
下  

 

 

３
７
‐
１ 

タ
マ
キ
ミ
ヤ
（
奈
良
県
桜
井
市
巻
向
）
に
ミ
ヤ
コ
（
首
都
）
の
あ
っ
た
、
イ
ク
メ
の
キ
ミ
（
垂
仁
天

皇
）
の
２
７
年
（
ア
ス
ス
７
１
５
年
）
ハ
ツ
キ
（
正
月
）
の
事
で
し
た
。
ナ
カ
ヲ
ミ
（
ヲ
ヲ
カ
シ
マ
さ
ん
か
？ 

こ
の
時
、
ヲ
ヲ
カ
シ
マ
さ
ん
１
１
９
歳
）
と
供
に
、
ウ
ラ
ナ
イ
を
し
ま
し
た
。 

イ
ク
サ
ウ
ツ
ワ
（
武
器
）
を
ミ
テ
ク
ラ
（
祭
り
の
代
）
に
し
て
良
い
も
の
か
ど
う
か
？ 

と
。
ウ
ラ
ナ
イ

の
結
果
は
、「
ミ
テ
ク
ラ
に
し
て
良
し
」
と
出
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
ユ
ミ
ヤ
（
弓
矢
）
、
タ
チ
（
ツ
ル
ギ
）
を

モ
ロ
の
ヤ
シ
ロ
に
納
め
し
め
ま
し
た
。
ま
た
、
カ
ン
ヘ
（
ミ
ヤ
守
り
人
）
を
定
め
て
、
イ
ク
サ
の
道
具
の
ウ

ツ
ワ
を
祭
器
と
し
て
お
祭
り
を
し
始
め
た
の
で
し
た
。 

３
７
‐
２ 

２
８
年
（
ア
ス
ス
７
１
６
年
）
カ
ン
ナ
（
１
０
月
）
５
日
に
、
ヤ
マ
ト
ヒ
コ
が
亡
く
な
り
ま
し
た
。

ヤ
マ
ト
ヒ
コ
は
、
初
代
ミ
ツ
エ
シ
ロ
（
斎
王
）
の
ト
ヨ
ス
キ
ヒ
メ
さ
ん
の
弟
で
す
。
ヤ
マ
ト
ヒ
コ
は
、
キ
の

ア
ラ
カ
ト
ヘ
の
娘
さ
ん
の
メ
ク
ハ
シ
ヒ
メ
と
、
ミ
マ
キ
の
キ
ミ
（
崇
神
天
皇
）
と
の
間
に
お
生
ま
れ
に
な

っ
た
ミ
コ
（
皇
子
）
で
す
。
ネ
ツ
キ
（
１
１
月
）
２
日
に
ツ
キ
サ
カ
（
橿
原
市
桃
花
鳥
坂
・
ト
キ
）
に
オ
モ

ム
ロ
（
遺
体
）
を
納
め
ま
し
た
。
近
習
に
ハ
ヘ
ル
（
侍
る
）
人
達
を
生
き
な
が
ら
に
埋
め
ま
し
た
ら
、
叫
び

な
が
ら
に
亡
く
な
っ
て
ゆ
き
ま
し
て
、
イ
ヌ
（
犬
）
や
ト
リ
（
鳥
）
が
漁
（
あ
さ
）
っ
て
食
べ
ま
す
。
こ
の

有
り
様
を
、
お
聞
き
に
な
っ
た
イ
ク
メ
の
キ
ミ
は
ア
ワ
レ
（
哀
れ
）
に
思
わ
れ
る
の
で
し
た
。
そ
こ
で
ミ
コ

ト
ノ
リ
し
て
お
っ
し
ゃ
い
ま
す
。 

 

「
生
き
を
恵
む
こ
と
な
く
て
、
カ
ラ
（
死
に
行
く
こ
と
・
枯
ら
）
す
る
は
、
痛
ま
し
き
か
な
。 

 

伝
統
と
は
い
え
、
オ
イ
マ
カ
ル
（
殉
死
）
の
フ
ル
ノ
リ
（
古
く
か
ら
の
ノ
リ
）
も
、
良
か
ら
ぬ
ミ
チ
は
止

む
べ
し
ぞ
」 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

・ 

３
７
‐
５ 

３
０
年
（
ア
ス
ス
７
１
８
年
）
の
ハ
ツ
（
正
月
）
６
日
に
皇
太
子
を
定
め
る
た
め
、
ミ
コ
ト
ノ
リ
し

て
お
っ
し
ゃ
い
ま
す
。 

 

「
ミ
コ
（
皇
子
）
の
ヰ
ソ
キ
ネ
（
ニ
シ
キ
イ
リ
ヒ
コ
）
と
、
タ
リ
ヒ
コ
（
後
の
景
行
天
皇
）
と
の
二
人
に

尋
ね
ま
す
。
望
む
所
を
各
々
申
す
べ
し
」 

 

兄
の
ヰ
ソ
キ
ネ
は
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

「
弓
矢
得
ん
」 

 

弟
の
タ
リ
ヒ
コ
は
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

「
ク
ラ
イ
（
位
）
得
ん
」 

 

そ
こ
で
、
イ
ク
メ
の
キ
ミ
（
垂
仁
天
皇
）
は
二
皇
子
の
望
む
ま
ま
に
、
兄
に
は
弓
矢
を
下
賜
な
さ
い
ま

す
。
そ
し
て
、
お
っ
し
ゃ
い
ま
す
。 

 

「
弟
は
ク
ラ
イ
（
天
皇
位
）
を
継
ぐ
べ
し
」 

と
。 
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・ 

３
７
‐
７ 
３
２
年
（
ア
ス
ス
７
２
０
年
）
の
フ
ツ
キ
（
９
月
）
６
日
に
、
正
皇
后
の
ヒ
ハ
ス
ヒ
メ
さ
ん
が
お
亡

く
な
り
に
な
り
ま
し
た
。
さ
て
、
ミ
オ
ク
リ
（
葬
儀
）
の
こ
と
を
ど
う
す
る
か
？ 

オ
ヒ
マ
カ
リ
を
や
め
よ

う
と
、
ア
ス
ス
７
１
６
年
に
宣
言
さ
れ
て
い
た
の
で
し
た
。
ミ
コ
ト
ノ
リ
し
て
お
っ
し
ゃ
い
ま
す
。 

 

「
先
の
ヤ
マ
ト
ヒ
コ
の
ミ
オ
ク
リ
に
際
し
て
、
オ
ヒ
カ
レ
（
強
制
的
殉
死
）
が
良
く
な
い
事
が
は
っ
き
り

し
ま
し
た
。
オ
ヒ
カ
レ
を
無
く
し
て
の
ミ
オ
ク
リ
を
す
る
為
に
、
ど
の
よ
う
に
変
更
す
る
と
良
い
か
？
」 

 

こ
こ
に
ノ
ミ
の
ス
ク
ネ
が
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

「
生
け
る
ヒ
ト
を
埋
め
る
こ
と
は
、
伝
統
と
は
い
え
、
宜
し
か
ら
ざ
る
や
り
方
で
御
座
い
ま
す
。
も
っ

と
、
良
い
方
法
を
考
え
ま
す
」 

 

ノ
ミ
の
ス
ク
ネ
は
、
出
身
国
の
イ
ツ
モ
（
出
雲
？ 

桜
井
市
の
出
雲
？ 

長
谷
寺
の
西
・
朝
倉
の
東
。
タ
エ
マ
は
キ

よ
り
、
ノ
ミ
は
ツ
に
ホ
３
５
‐
３
５
。
山
陰
の
出
雲
が
適
切
）
の
ハ
シ
ヘ
（
陶
器
職
人
）
を
多
く
タ
エ
マ
（
御
所
市
当

麻
）
に
招
き
寄
せ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
ハ
ニ
テ
コ
（
陶
器
で
作
っ
た
ヒ
ト
）
や
種
（
く
さ
）
々
の
カ
タ
チ

（
形
状
）
の
ハ
シ
モ
ノ
（
須
恵
器
の
物
形
）
を
献
上
し
ま
し
た
。
ノ
ミ
の
ス
ク
ネ
は
言
上
し
ま
す
。 

 

「
今
よ
り
後
に
は
、
こ
の
ハ
シ
モ
ノ
を
、
生
け
る
ヒ
ト
な
ど
に
代
え
て
ミ
サ
サ
キ
（
御
陵
）
に
植
え
て
ミ

オ
ク
リ
を
為
す
と
宜
し
い
の
で
は
御
座
い
ま
せ
ん
で
し
ょ
う
か
」 

 

イ
ク
メ
の
キ
ミ
は
喜
ば
れ
ま
し
て
、
ミ
コ
ト
ノ
リ
な
さ
い
ま
す
。
ハ
ニ
ワ
と
命
名
な
さ
い
ま
し
た
。 

 

「
ナ
ン
チ
（
汝
）
が
ハ
カ
リ
（
考
案
・
提
案
）
は
、
吾
が
こ
こ
ろ
に
適
う
も
の
で
す
。
と
っ
て
も
良
い
方

法
で
す
。
ハ
ニ
ワ
の
立
て
物
を
ミ
オ
ク
リ
に
用
い
る
事
を
、
こ
れ
か
ら
の
や
り
方
に
す
べ
し
」 

 

と
、
定
ま
り
ま
し
た
。
ヒ
ハ
ス
ヒ
メ
の
ご
陵
は
、
現
代
の
奈
良
の
近
鉄
の
西
大
寺
駅
か
ら
ほ
ど
近
い
佐

紀
古
墳
群
に
あ
り
ま
す
。
佐
紀
山
稜
古
墳
で
す
。
春
や
秋
な
ど
気
候
の
良
い
時
に
参
拝
を
な
さ
れ
る
と
、

と
て
も
良
い
心
地
の
雰
囲
気
を
感
じ
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。
こ
の
ご
陵
が
ハ
ニ
ワ
の
初
め
て
据
え
ら
れ
た

み
ハ
カ
だ
っ
た
こ
と
は
、
感
慨
深
い
こ
と
で
す
。 

す
な
わ
ち
当
時
も
、
イ
ク
メ
の
キ
ミ
は
、
ノ
ミ
の
ス
ク

ネ
を
お
褒
め
に
な
っ
て
、
カ
タ
シ
の
土
地
（
ホ
３
１-

６
６
に
カ
タ
シ
ホ
、
奈
良
県
大
和
高
田
市
片
塩
町
、
石
園
座
多
久

虫
玉
神
社
の
付
近
か
？ 

３
代
安
寧
天
皇
の
ミ
ヤ
コ
の
と
こ
ろ
）
を
さ
ら
に
下
賜
な
さ
い
ま
す
の
で
し
た
。 

（
以
前
に
ノ
ミ
の
ス
ク
ネ
は
、
タ
エ
マ
の
ク
ヱ
ハ
ヤ
の
土
地
を
ス
マ
ヰ

相

撲

の
勝
負
で
得
て
い
ま
し
た
。
現
代
の
当
麻
寺
の
付
近
、

ホ
３
５-

３
５
）
そ
し
て
今
回
は
さ
ら
に
、
ハ
シ
の
ツ
カ
サ
（
ハ
ニ
ワ
の
製
作
ツ
カ
サ
）
の
職
名
も
賜
り
ま
す
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

・ 

３
７
‐
１
２ 

３
３
年
（
ア
ス
ス
７
２
１
年
）
の
こ
と
で
し
た
。
ミ
ワ
（
大
神
神
社
）
の
タ
タ
ネ
コ
（
オ
オ
タ
タ
ネ

コ
、
１
１
２
歳
）
が
ヤ
マ
シ
ロ
（
京
都
盆
地
）
の
タ
チ
（
館
・
候
補
地
が
多
い
。
コ
モ
リ
さ
ん
の
子
供
た
ち
）
に
行
っ

た
時
の
事
で
し
た
。
ヤ
マ
シ
ロ
の
有
力
者
の
オ
オ
ク
ニ
・
サ
ラ
ス
が
困
り
事
の
相
談
を
し
て
き
ま
し
た
。 

 

「
ム
ス
メ
（
娘
）
の
カ
マ
ハ
タ
が
３
軒
の
イ
エ
（
家
）
か
ら
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
有
り
難
い
こ
と
な
の

で
す
が
、
何ど

の
イ
エ
に
嫁
が
せ
て
も
、
他
の
２
軒
か
ら
恨
ま
れ
て
し
ま
い
ま
す
。
こ
の
悩
み
に
ア
ド
バ
イ

ス
を
し
て
下
さ
い
ま
せ
ん
で
し
ょ
う
か
？
」 

 

タ
タ
ネ
コ
も
答
え
る
べ
き
回
答
が
す
ぐ
に
は
出
て
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
こ
で
、
言
い
ま
す
。 

 

「
明
日
に
は
、
カ
モ
カ
ミ
（
下
鴨
・
上
賀
茂
）
に
詣
で
ま
す
の
で
、
そ
の
み御

前
に
て
定
め
る
事
に
し
ま
し

ょ
う
」 

 

そ
し
て
翌
日
、
タ
タ
ネ
コ
は
オ
オ
ク
ニ
・
サ
ラ
ス
を
伴
っ
て
、
ミ
ヲ
ヤ
の
カ
ミ
（
下
鴨
神
社
、
ウ
カ
ヤ
フ

キ
ア
ハ
セ
ス
）
に
ニ
キ
テ
（
幣
）
を
奉
り
ま
す
。 
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そ
し
て
、
ワ
カ
（
和
歌
）
を
奉
る
の
で
し
た
。 

 
 

 
ア
メ
ツ
チ
の 

ミ
ヨ
の
サ
カ
エ
を 

 
 

 

 
 

 

い
わ
は
る
る 

メ
ヲ
の
ミ
ヲ
ヤ
の 

 
 

 
 

 

カ
ミ
そ
タ
フ
ト
キ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 

こ
の
ワ
カ
（
和
歌
）
に
、
カ
ミ
（
ウ
カ
ヤ
フ
キ
ア
ハ
セ
ス
）
か
ら
告
げ
の
ミ
ウ
タ
が
下
り
ま
す
。 

 
 

 

よ
の
な
か
に
モ
ノ
お
も
ふ
ヒ
ト
の 

 
 

 

 
 

 

あ
り
と
い
ふ
は
ワ
レ
を
た
の
ま
ぬ 

 
 

 

 
 

 

ヒ
ト
に
そ
あ
り
け
る 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

カ
ミ
ウ
タ
を
聞
い
た
タ
タ
ネ
コ
は
、
オ
オ
ク
ニ
・
サ
ラ
ス
に
言
い
ま
す
。 

 

「
迷
い
が
あ
る
の
が
原
因
な
の
で
す
ね
。
今
か
ら
１
０
０
日
詣
で
て
ゆ
っ
く
り
考
え
て
み
て
下
さ
い
。

そ
れ
か
ら
、
相
談
に
乗
り
ま
し
ょ
う
」 

 

タ
タ
ネ
コ
は
ひ
と
り
キ
フ
ネ
（
貴
船
神
社
）
に
至
り
ま
す
。
そ
し
て
、
ニ
キ
テ
（
幣
）
と
ウ
タ
を
奉
り
ま

す
。 

 
 

 

あ
わ
う
み
の 

ア
ツ
ミ
の
カ
ミ
と 

 
 

 
 

 

ス
ミ
ノ
ヱ
も 

と
も
に
キ
フ
ネ
の 

 
 

 

 
 

 

ま
も
り
カ
ミ
か
な 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 

カ
モ
（
上
賀
茂
神
社
）
に
行
き
ま
し
て
ワ
ケ
イ
カ
ツ
チ
の
カ
ミ
（
１
０
代
ア
マ
キ
ミ
の
ニ
ニ
キ
ネ
）
に

も
、
ニ
キ
テ
と
ワ
カ
を
奉
り
ま
す
。 

 
 

 

ヒ
ト
ク
サ
を 

ワ
カ
イ
カ
ツ
チ
の 

 
 

 

 
 

 

ま
も
る
ゆ
え 

ミ
ヨ
は
お
さ
ま
る 
 

 
 

 

 
 

 

カ
モ
の
カ
ン
カ
セ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 

タ
タ
ネ
コ
（
オ
オ
タ
タ
ネ
コ
、
１
１
２
歳
）
は
、
ミ
ヤ
コ
に
帰
り
ま
し
て
、
イ
ク
メ
の
キ
ミ
に
申
し
上
げ
ま

す
。 

 

「
カ
モ
の
ミ
ヤ
は
荒
れ
果
て
て
い
ま
す
。
伏
し
て
思
い
み
ま
し
た
ら
、
カ
モ
（
ニ
ニ
キ
ネ
さ
ん
）
と
イ
セ

（
ア
マ
テ
ル
カ
ミ
）
と
は
、
と
て
も
尊
ぶ
べ
き
ミ
ヲ
ヤ
（
尊
い
、
先
の
ア
マ
カ
ミ
）
で
す
。
す
で
に
ミ
ヤ
が
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荒
廃
し
て
損
壊
し
て
し
ま
っ
て
い
る
の
で
は
、
イ
ツ
（
お
守
り
く
だ
さ
る
力
）
も
細
い
事
で
す
。
衰

お
と
ろ

い
ゆ

く
兆
（
き
ざ
）
し
に
な
り
ま
す
」 

 

 

イ
ク
メ
の
キ
ミ
は
聞
こ
し
召
さ
れ
ま
し
て
、
タ
タ
ネ
コ
の
マ
コ
（
子
孫
）
の
ク
ラ
マ
ロ
を
イ
ワ
ヒ
ヌ
シ

に
任
じ
ら
れ
ま
す
。
オ
オ
カ
モ
の
カ
ハ
ネ
を
賜
っ
た
ク
ラ
マ
ロ
に
、
カ
モ
の
ヤ
シ
ロ
（
上
賀
茂
神
社
・
下
鴨

神
社
）
を
新
し
く
作
り
変
え
よ
、
と
、
お
命
じ
に
な
ら
れ
る
の
で
し
た
。 

３
７
‐
２
２ 

３
３
年
（
ア
ス
ス
７
２
１
年
）
ネ
ツ
キ
（
１
１
月
）
モ
チ
（
満
月
・
１
５
日
）
に
ミ
ヲ
ヤ
の
カ
ミ

（
ウ
カ
ヤ
フ
キ
ア
ハ
セ
ス
）
を
、
建
て
替
え
た
ミ
ヤ
（
下
鴨
神
社
）
に
お
遷
し
し
ま
す
。 

翌
日
の
１
６
日
に
は
ワ
ケ
イ
カ
ツ
チ
の
カ
ミ
を
新
し
い
ミ
ヤ
（
上
賀
茂
神
社
）
に
お
遷
し
し
ま
す
。
オ

オ
タ
タ
ネ
コ
（
タ
タ
ネ
コ
）
は
サ
ヲ
シ
カ
（
勅
使
）
と
な
っ
て
ニ
キ
テ
（
幣
）
を
納
め
ま
す
。 

３
７
‐
２
３ 

翌
年
、
３
４
年
（
ア
ス
ス
７
２
２
年
）
に
、
ミ
ユ
キ
（
行
幸
）
の
た
め
に
、
カ
モ
ま
で
の
道
路
や

ハ
シ
（
橋
）
を
直
し
ま
す
。
特
に
、
ウ
チ
ハ
シ
（
宇
治
橋
）
を
作
り
、
キ
【
東
の
か
？ 

詳
細
は
未
詳
】
の

キ
ツ
（
木
津
川
）
は
仮
橋
を
設
け
ま
す
。 

 

ヤ
ヨ
イ
（
３
月
）
ハ
ヒ
（
１
日
）
に
、
イ
ク
メ
の
キ
ミ
は
、
カ
モ
に
ミ
ユ
キ
（
行
幸
）
を
な
さ
い
ま
す
。

ヤ
ソ
ト
モ
（
８
０
人
の
お
供
）
を
揃
え
ら
れ
て
、
タ
マ
キ
ミ
ヤ
（
桜
井
市
巻
向
）
を
出
発
な
さ
い
ま
す
。
キ

ツ
（
木
津
川
）
を
渡
り
、
タ
マ
ミ
ツ
（
玉
水
）
に
ご
宿
泊
な
さ
い
ま
す
。
オ
オ
ク
ニ
・
サ
ラ
ツ
の
タ
チ
（
舘
）

で
す
。 

 

３
月
２
日
に
は
カ
ア
ヒ
（
下
鴨
神
社
の
境
内
の
河
合
神
社
）
に
ミ
テ
ク
ラ
（
ニ
キ
テ
な
ど
）
を
、
お
納
め

に
な
り
ま
す
。
こ
の
日
は
ヤ
マ
シ
ロ
・
フ
チ
が
ミ
ア
エ
（
ご
馳
走
）
を
し
て
お
持
て
成
し
に
つ
と
め
ま
し

た
。 

３
７
‐
２
４ 

３
月
３
日
に
キ
フ
ネ
（
貴
船
神
社
）
を
詣
で
て
、
カ
モ
（
上
賀
茂
神
社
）
の
ワ
ケ
イ
カ
ツ
チ
の
オ

ホ
カ
ミ
（
ニ
ニ
キ
ネ
さ
ん
）
に
ミ
テ
ク
ラ
を
納
め
る
の
で
し
た
。
こ
の
際
に
、
余
興
で
カ
モ
ツ
ミ
（
ト
ヨ
タ

マ
ヒ
メ
の
弟
の
カ
モ
タ
ケ
ツ
ミ
の
子
孫
）
が
、
ニ
イ
ト
ノ
（
新
築
の
ミ
ヤ
）
の
前
で
ト
リ
ケ
ア
フ
（
鶏
の
蹴

り
合
う
競
技
）
を
し
ま
し
た
。
イ
ク
メ
の
キ
ミ
も
楽
し
ん
で
お
い
で
で
し
て
ご
覧
あ
そ
ば
し
て
ら
れ
ま
し

た
。
そ
の
、
綺
麗
な
鶏
を
誉
め
て
ワ
ラ
ン
ヘ
（
子
供
）
が
言
う
の
で
し
た
。 

 

「
い
よ
！ 

カ
マ
ハ
タ
よ
（
カ
マ
ハ
タ
み
た
い
な
美
し
い
鶏
！
）
」
と
。 

 

イ
ク
メ
の
キ
ミ
は
「
カ
マ
ハ
タ
」
の
意
味
が
判
り
ま
せ
ん
。
マ
テ
（
両
手
、
左
右
）
に
居
た
人
に
お
問
い

に
な
り
ま
す
。 

 

「
カ
マ
ハ
タ
は
、
何
？
」 

 

お
傍
（
そ
ば
）
の
人
が
、
大
流
行
り
の
ウ
タ
の
こ
と
で
、
と
、
答
え
て
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

「
オ
ホ
ク
ニ
の
サ
ラ
ス
さ
ん
の
娘
さ
ん
が
評
判
の
美
人
で
、
ア
メ
（
天
下
）
に
輝
く
カ
マ
ハ
タ
さ
ん
と
、

イ
ロ
良
き
（
綺
麗
な
）
ト
リ
を
は
や
し
て
子
供
が
言
う
の
で
御
座
い
ま
す
」 

３
７
‐
２
７ 

帰
路
に
つ
か
れ
た
イ
ク
メ
の
キ
ミ
は
、
３
月
４
日
に
は
ウ
チ
（
宇
治
）
に
行
か
れ
ま
し
た
。
ウ
チ

カ
ワ
（
宇
治
川
）
の
ほ
と
り
で
お
っ
し
ゃ
い
ま
す
。 

 

「
良
き
人
得
ん
と
な
る
な
ら
ば
、
シ
ル
シ
（
験
る
し
・
検
る
し
）
あ
れ
」 

 

ホ
コ
を
手
に
と
ら
れ
て
、
お
祈
り
に
な
っ
て
オ
オ
カ
メ
（
大
き
な
亀
）
を
突
き
ま
す
と
、
カ
メ
が
石
に
な

り
ま
し
た
。 
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「
こ
れ
は
、
シ
ル
シ
で
あ
る
」 

 

と
、
イ
ク
メ
の
キ
ミ
は
お
っ
し
ゃ
い
ま
す
の
で
し
た
。
ウ
チ
（
宇
治
）

の
カ
メ
イ
シ
で
す
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

・ 

３
７
‐
１
２ 

ミ
ヤ
コ
に
戻
ら
れ
た
イ
ク
メ
の
キ
ミ
は
、
カ
マ
ハ
タ
ト
ヘ
さ

ん
を
呼
び
召
さ
れ
ま
し
て
キ
サ
キ
と
な
さ
い
ま
す
。
そ
し
て
、
イ
ワ
ツ

ク
ワ
ケ
の
ミ
コ
（
ト
リ
ヒ
コ
）
を
儲
け
る
の
で
し
た
。 

 
ま
た
、
ヤ
マ
シ
ロ
・
フ
チ
の
娘
の
カ
リ
ハ
タ
ト
ヘ
も
入
内
し
て
、
ミ

ヲ
ヤ
ワ
ケ
と
、
ヰ
イ
シ
タ
リ
ヒ
コ
、
ヰ
タ
ケ
ワ
ケ
の
お
三
方
を
お
産
み

に
な
り
ま
す
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

・ 

３
７
‐
３
０ 

３
５
年
（
ア
ス
ス
７
２
３
年
）
ナ
ツ
キ
（
９
月
）
に
、
兄
の
ヰ

ソ
キ
ネ
さ
ん
（
ニ
シ
キ
イ
リ
ヒ
コ
１
８
歳
）
は
用
水
池
を
掘
り
ま
す
。
タ
カ

イ
シ
（
大
阪
府
高
石
市
）
と
、
チ
ヌ
（
泉
佐
野
市
）
の
２
つ
の
池
で
す
。

ま
た
、
サ
キ
（
奈
良
市
佐
紀
町
）
と
、
ア
ト
ミ
（
大
和
郡
山
市
池
ノ
内

か
？
）
な
ど
諸
国
に
イ
ケ
ミ
ツ
（
用
水
池
）
を
掘
ら
せ
る
の
で
し
た
。
ナ
リ
ワ
ヒ
（
仕
事
）
も
増
え
て
、
タ

ミ
（
国
民
）
も
豊
か
に
な
る
の
で
し
た
。 

３
７
‐
３
２ 

３
７
年
（
ア
ス
ス
７
２
５
年
）
ハ
ツ
ヒ
（
１
月
１
日
）
ヲ
ミ
ヱ
（
１
５
）
の
日
に
、
ヨ
ツ
ギ
ミ
コ

（
立
太
子
）
の
宣
言
が
な
さ
れ
ま
す
。
タ
リ
ヒ
コ
（
後
の
景
行
天
皇
）
さ
ん
は
１
８
歳
で
し
た
。 

 
 

 

３
７
‐
３
２ 

３
９
年
（
ア
ス
ス
７
２
７
年
）
メ
ツ
キ
（
１
０
月
）
ヰ
ソ
キ
ネ
さ
ん
は
ウ
チ
ミ
テ
【
詳
細
は
未
詳
】
、

チ
ツ
ル
ギ
（
千
本
の
剣
）
を
作
り
ま
し
て
ア
カ
ハ
タ
カ
ト
モ
と
名
付
け
ま
す
。
オ
シ
サ
カ
に
置
き
ま
す
。
ヰ

ソ
キ
ネ
さ
ん
は
、
こ
の
際
に
、
シ
ト
リ
ヘ
、
タ
テ
ヘ
、
オ
ホ
ア
ナ
シ
、
ユ
ミ
ヤ
、
ハ
ツ
カ
シ
、
タ
マ
ヘ
カ
ミ
、

ア
マ
の
オ
サ
カ
ヘ
、
チ
ノ
、
ヘ
キ
ヘ
、
タ
チ
ハ
カ
セ
ヘ
、
の
１
０
の
シ
ナ
ヘ
（
技
術
の
氏
）
を
合
わ
せ
て
賜

る
の
で
し
た
。
ニ
シ
キ
ミ
コ
（
ヰ
ソ
キ
ネ
）
さ
ん
は
、
チ
ツ
ル
ギ
を
オ
シ
サ
カ
か
ら
イ
ソ
ノ
カ
ミ
（
石
上
神

社
）
に
移
し
ま
す
。
カ
ミ
【
詳
細
は
未
詳
】
が
カ
ス
ガ
（
カ
ス
ガ
ヲ
キ
ミ
の
子
孫
か
？
）
の
イ
チ
カ
ワ
に
納
め
さ

せ
よ
と
ツ
ゲ
が
あ
り
ま
し
た
。
ニ
シ
キ
ミ
コ
（
ヰ
ソ
キ
ネ
）
は
、
イ
チ
カ
ワ
を
ツ
カ
サ
と
な
さ
い
ま
す
の
で

し
た
。 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

・ 

３
７
‐
３
５ 

６
４
年
（
ア
ス
ス
７
５
４
年
）
は
サ
ミ
タ
レ
（
梅
雨
の
長
雨
）
が
４
０
日
降
り
続
き
ま
し
た
。
イ

ナ
タ
（
稲
田
）
は
ミ
モ
チ
（
い
も
ち
病
）
に
痛
み
枯
れ
つ
つ
あ
り
ま
し
た
。
イ
ク
メ
の
キ
ミ
（
垂
仁
天
皇
）

に
告
げ
ま
し
た
と
こ
ろ
、
キ
ミ
は
親
（
み
ず
）
か
ら
カ
セ
フ
の
マ
ツ
リ
（
風
を
吹
か
せ
て
晴
れ
を
招
来
す

る
）
を
執
り
行
わ
れ
る
の
で
し
た
。
お
陰
で
、
ミ
モ
チ
も
直
り
ク
ニ
も
豊
か
で
し
た
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

・ 

３
７
‐
３
７ 

８
７
年
（
ア
ス
ス
７
６
７
年
）
の
キ
サ
ラ
キ
（
２
月
）
５
日
に
、
兄
の
ニ
シ
キ
イ
リ
ヒ
コ
（
ヰ
ソ
キ
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ネ
）

は
妹
の
ヲ
ナ
カ
ヒ
メ
に
言
い
ま
し
た
。 

 
「
我
れ
は
、
老
齢
に
て
ミ
タ
カ
ラ
（
イ
ク
サ
ウ
ツ
ワ
、
石
上
神
社
）
の
守
り
を
離
れ
ま
し
た
。
あ
と
は
、
あ
な

た
が
守
っ
て
下
さ
い
」 

 

ヲ
ナ
カ
ヒ
メ
は
、
拒
否
し
て
答
え
ま
す
。 

 

「
タ
オ
ヤ
メ
（
女
性
の
力
弱
き
）
の
、
ホ
コ
ラ
（
神
社
）
高
く
て
」 

 

ニ
シ
キ
ミ
コ
は
、
な
お
、
妹
の
ヲ
ナ
カ
ヒ
メ
に
頼
み
ま
す
。 

 

「
高
け
れ
ば
こ
そ
。
（
意
義
が
深
い
） 

 
 

我
が
作
る 

カ
ミ
の
ホ
コ
ラ
も 
カ
ケ
ハ
シ
の
ま
ま
」 

 
 

 

と
、
ウ
タ
に
訴
え
た
の
で
し
た
。
そ
こ
で
、
ヲ
ナ
カ
ヒ
メ
も
ミ
タ
カ
ラ
の
守
り
を
一
応
は
引
き
受
け
る

の
で
し
た
。
で
す
が
、
モ
ノ
ヘ
（
後
の
物
部
氏
）
の
ト
チ
ネ
に
す
ぐ
授
け
て
引
き
渡
す
事
に
し
ま
し
た
の
で

し
た
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

・ 

３
７
‐
４
０ 

タ
ニ
ハ
（
丹
波
）
の
ミ
カ
ソ
の
家
に
い
た
イ
ヌ
（
犬
）
の
ア
シ
ユ
キ
が
、
ム
ジ
ナ
（
ア
ナ
グ
マ
か
？
）

を
食
い
殺
し
ま
し
た
。
す
る
と
、
ム
ジ
ナ
の
ハ
ラ
か
ら
ヤ
サ
カ
ニ
の
タ
マ
が
出
て
き
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
イ

ソ
ノ
カ
ミ
（
石
上
神
社
）
に
こ
の
タ
マ
を
納
め
置
き
ま
し
た
。 

３
７
‐
４
１ 

８
８
年
（
ア
ス
ス
７
７
８
年
）
の
フ
ミ
（
７
月
）
１
０
日
に
、
イ
ク
メ
ノ
キ
ミ
は
ミ
コ
ト
ノ
リ
を

出
さ
れ
ま
す
。 

 

「
わ
れ
、
聞
く
昔
の
事
に
、
シ
ラ
キ
（
新
羅
）
の
ミ
コ
の
ヒ
ホ
コ
が
ツ
ト
（
土
産
物
）
の
タ
カ
ラ
モ
ノ
を
、

タ
シ
マ
（
但
馬
）
に
納
め
置
い
た
と
の
こ
と
。
今
に
見
た
い
も
の
だ
」 

 

そ
こ
で
、
ヒ
ホ
コ
の
ヒ
マ
コ
（
子
孫
）
の
キ
ヨ
ヒ
コ
に
サ
オ
シ
カ
（
勅
使
）
を
遣
わ
し
ま
し
た
。
キ
ヨ
ヒ

コ
は
、
タ
カ
ラ
モ
ノ
を
持
っ
て
参
上
し
て
奉
り
ま
す
。 

 

１
、
ハ
ホ
ソ 

 

２
、
ア
シ
タ
カ 

 

３
、
ウ
カ
ガ
・
タ
マ 

 

４
、
イ
ツ
シ
・
コ
カ
タ
ナ 

 

５
、
イ
ツ
シ
・
ホ
コ 

 

６
、
ヒ
カ
ガ
ミ 

 

７
、
ク
マ
ノ
・
ヒ
モ
ロ
ケ
ス 

 

８
、
イ
テ
ア
サ
の
タ
チ 

の
８
品
で
し
た
。
こ
の
う
ち
、
イ
ツ
シ
・
コ
カ
タ
ナ
だ
け
を
残
し
置
い
て
袖
に
隠
し
て
佩
（
は
）
き
出
で
ま

し
た
。
キ
ミ
は
、
知
ら
ず
し
て
ミ
キ
を
キ
ヨ
ヒ
コ
に
ミ
キ
（
お
酒
）
を
賜
う
の
で
し
た
。
ヒ
ヨ
ヒ
コ
が
頂
戴

し
た
ミ
キ
（
お
酒
）
を
飲
み
ま
し
た
と
こ
ろ
、
肌
身
よ
り
落
ち
て
イ
ツ
シ
・
コ
カ
タ
ナ
が
現
れ
ま
し
た
。
キ

ミ
は
、
お
っ
し
ゃ
い
ま
す
。 

 

「
そ
れ
な
ん
ソ
（
ぞ
）
」 

 

キ
ヨ
ヒ
コ
は
、
隠
し
え
ず
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

「
サ
サ
ク
（
捧
げ
る
）
タ
カ
ラ
の
タ
ク
イ
（
類
）
な
り
」 

 

キ
ミ
は
、
答
え
て
。 

 

「
ア
に
離
れ
サ
ル
（
ざ
る
） 

タ
ク
イ
（
類
）
か
と
」 

 

キ
ヨ
ヒ
コ
は
、
こ
れ
も
、
捧
げ
る
の
で
し
た
。 
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納
め
置
い
た
８
品
の
タ
カ
ラ
モ
ノ
を
、
後
に
開
い
て
見
ま
す
と
、
ま
た
イ
ツ
シ
・
コ
カ
タ
ナ
だ
け
が
無

く
な
っ
て
い
ま
し
た
。
キ
ミ
は
キ
ヨ
ヒ
コ
を
召
し
て
問
い
ま
す
。 

 

「
若
（
も
）
し
も
、
イ
ツ
シ
・
コ
カ
タ
ナ
は
そ
ち
ら
に
行
っ
て
い
る
の
で
は
？
」 

 

キ
ヨ
ヒ
コ
は
答
え
て
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

「
先
の
年
の
暮
れ
の
事
で
し
た
。
コ
タ
チ
（
イ
ツ
シ
・
コ
カ
タ
ナ
）
は
自
ら
来
た
り
ま
し
た
。
そ
の
、
翌

日
に
は
ま
た
何
処
と
も
な
し
に
消
え
失
せ
ま
し
た
」 

 

イ
ク
メ
の
キ
ミ
は
、
カ
シ
コ
ミ
給
う
の
で
し
て
、
最
早
そ
れ
以
上
は
お
問
い
に
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

そ
の
後
、
イ
ツ
シ
・
コ
カ
タ
ナ
は
自
の
ず
か
ら
ア
ハ
チ
（
淡
路
島
）
移
り
行
き
ま
す
と
、
カ
ミ
と
し
て
祭
ら

れ
ま
し
て
ヤ
シ
ロ
も
建
て
ら
れ
ま
し
た
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

・ 

３
７
‐
４
８ 

９
０
年
（
ア
ス
ス
７
８
０
年
）
キ
サ
（
２
月
）
１
日
に
、
ミ
コ
ト
ノ
リ
を
述
べ
ら
れ
ま
す
。 

 

「
カ
ク
（
日
本
固
有
種
の
蜜
柑
）
を
求
め
に
、
タ
シ
マ
モ
リ
（
キ
ヨ
ヒ
コ
）
に
命
じ
ま
す
。
ト
コ
ヨ
（
ヒ

タ
カ
ミ
、
東
北
地
方
）
に
行
け
よ
。 

 

吾
（
わ
）
が
想
う
、
ク
ニ
ト
コ
タ
チ
の
ミ
ヨ
（
ト
コ
ヨ
ク
ニ
の
建
国
の
当
時
）
の
ハ
ナ
（
華
ば
な
し
さ
・

花
）」 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

・ 

３
７
‐
４
９ 

９
９
年
（
ア
ス
ス
７
８
９
年
）
の
サ
シ
ヱ
（
７
）
の
年
の
事
で
し
た
。
ア
フ
ミ
（
７
月
）
１
日
に

イ
ク
メ
の
キ
ミ
（
垂
仁
天
皇
）
は
お
亡
く
な
り
に
な
り
ま
し
た
。
御
歳
１
３
７
歳
で
し
た
。
ミ
コ
の
タ
リ
ヒ

コ
（
ヲ
シ
ロ
ワ
ケ
・
の
ち
の
景
行
天
皇
）
さ
ん
は
モ
（
喪
）
ハ
（
衣
服
）
を
召
さ
れ
て
の
４
８
日
の
後
、
ハ

ニ
タ
テ
モ
ノ
（
ハ
ニ
ワ
、
埴
輪
）
を
ミ
サ
サ
ギ
の
周
り
に
立
て
ま
す
。
シ
ハ
ス
（
１
２
月
）
１
０
日
に
イ
ク

メ
の
キ
ミ
の
お
見
送
り
で
す
。
タ
ヒ
（
足
袋 

か
？
）
も
カ
カ
ヤ
ク
（
輝
く
）
カ
ミ
の
ミ
ユ
キ
で
す
。 

 

３
７
‐
５
１ 

明
く
る
年
（
ア
ス
ス
７
８
８
年
）
の
春
の
ヤ
ヨ
イ
（
３
月
）
に
、
タ
シ
マ
モ
リ
が
ヒ
タ
カ
ミ
か
ら
帰
っ

て
き
ま
し
た
。
ト
キ
シ
ク
の
カ
ク
（
日
本
固
有
種
の
蜜
柑
）
の
実
を
２
４
カ
コ
（
籠
）。
カ
ク
の
樹
を
４
サ

ホ
。
カ
ク
の
株
を
４
サ
ホ
。
土
産
物
は
充
実
し
て
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
タ
シ
マ
モ
リ
の
持
ち
来
る
間
に
、

キ
ミ
は
ミ
マ
カ
ッ
テ
（
崩
御
）
し
て
し
ま
わ
れ
ま
し
た
。
タ
シ
マ
モ
リ
は
、
土
産
物
の
半
分
を
ワ
カ
ミ
ヤ

（
ヲ
シ
ロ
ワ
ケ
、
景
行
天
皇
）
に
捧
げ
て
、
半
分
は
キ
ミ
の
ミ
サ
サ
ギ
（
御
陵
）
に
捧
げ
る
の
で
し
た
。
そ

し
て
、
嘆
い
て
言
い
ま
す
。 

 

「
こ
の
カ
ク
を
得
る
為
に
、
遥
か
に
行
き
ま
し
た
る
ト
コ
ヨ
（
ヒ
タ
カ
ミ
）
と
は
、
カ
ミ
（
ク
ニ
ト
コ
タ
チ

の
昔
の
尊
き
雰
囲
気
）
の
隠
れ
つ
つ
あ
っ
た
素
晴
ら
し
い
と
こ
ろ
で
し
た
。
（「
常
世
国
」
で
は
大
誤
訳
！
） 

 

フ
リ
（
風
習
）
を
馴
染
む
た
め
に
１
０
年
は
掛
か
り
ま
し
た
の
で
し
た
。
凌
（
し
の
）
ぎ
凌
ぎ
の
１
０
年

で
し
た
。
漸
（
よ
う
や
）
く
に
帰
り
得
ま
し
た
の
は
、
ス
ヘ
ラ
ギ
（
天
皇
陛
下
）
の
ク
シ
ヒ
（
余
勲
）
に
因
っ

て
の
こ
と
で
御
座
い
ま
す
。
し
か
し
、
帰
り
ま
し
た
今
、
キ
ミ
は
既
に
去
ら
れ
て
し
ま
わ
れ
た
の
で
し
た
。

も
は
や
、
ト
ミ
（
わ
た
く
し
）
生
き
て
何
か
せ
ん
（
為
す
）」 

 

と
、
嘆
い
て
、
タ
シ
マ
モ
リ
は
オ
ヒ
マ
カ
リ
（
殉
死
）
を
し
て
し
ま
う
の
で
し
た
。
諸
人
も
ナ
ン
タ
（
涙
）

で
、
カ
ク
の
苗
木
を
４
本
ト
ノ
マ
エ
（
ヲ
シ
ロ
ワ
ケ
さ
ん
の
ミ
ヤ
）
に
植
え
て
、
あ
と
４
本
の
苗
木
は
ス
カ

ハ
ラ
（
菅
原
の
ミ
サ
サ
キ
、
奈
良
市
尼
辻
町
）
に
植
え
る
の
で
し
た
。 

 

タ
シ
マ
モ
リ
の
ノ
コ
シ
フ
ミ
（
遺
し
文
）
を
、
ミ
コ
（
ヲ
シ
ロ
ワ
ケ
、
景
行
天
皇
）
が
見
賜
い
ま
し
て
、
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ハ
ナ
タ
チ
ハ
ナ
ヒ
メ
の
事
を
お
知
り
に
な
り
ま
す
。
ハ
ナ
タ
チ
ハ
ナ
は
タ
シ
マ
モ
リ
の
ツ
マ
に
な
っ
て
い

た
の
で
し
た
。
タ
シ
マ
モ
リ
が
オ
ヒ
マ
カ
リ
を
し
て
し
ま
っ
た
た
め
に
、
寂
し
く
な
っ
た
ハ
ナ
タ
チ
ハ
ナ

を
召
し
寄
せ
ま
す
。
オ
シ
ヤ
マ
が
使
者
に
な
り
ま
し
た
。
オ
シ
ヤ
マ
は
タ
シ
マ
モ
リ
に
よ
く
似
て
い
ま
し

た
。（
親
戚
か
も
知
れ
ま
せ
ん
） 

父
の
カ
ク
の
モ
ト
ヒ
コ
（
厚
木
の
あ
た
り
の
有
力
者
。
オ
オ
ヤ
マ
ス
ミ
の
子
孫
か
？
）
と
供
に
ハ
ナ
タ
チ
ハ
ナ
ヒ

メ
は
ミ
ヤ
コ
に
上
っ
て
来
ま
す
。
ミ
コ
（
ヲ
シ
ロ
ワ
ケ
、
景
行
天
皇
）
は
お
喜
び
で
、
モ
ト
ヒ
コ
に
ユ
ル
シ

ハ
（
高
位
の
正
装
服
）
を
賜
わ
っ
て
、
タ
シ
マ
モ
リ
の
モ
（
喪
）
を
務
め
ま
す
。 

３
７
‐
５
７ 

サ
ツ
キ
（
５
月
）
を
待
つ
ヨ
ハ
（
夜
半 

か
？ 

４
月
の
末
日
）
に
ハ
ナ
タ
チ
ハ
ナ
ヒ
メ
は
、
子

供
を
産
み
ま
す
。
そ
こ
で
、
ミ
コ
（
ヲ
シ
ロ
ワ
ケ
、
景
行
天
皇
）
は
ミ
コ
ト
ノ
リ
を
お
っ
し
ゃ
い
ま
し
て
命

名
を
な
さ
い
ま
す
。 

 

「
昔
の
人
（
タ
シ
マ
モ
リ
）
の
ヲ
（
タ
マ
ノ
ヲ
）
を
ト
ト
ム
（
留
ど
め
る
）
の
で
、
ヲ
ト
タ
チ
ハ
ナ
と
名

付
け
ま
し
ょ
う
」 

 

そ
し
て
、
タ
シ
マ
モ
リ
に
姿
の
似
た
オ
シ
ヤ
マ
に
、
母
子
を
嫁
が
せ
ら
れ
た
の
で
し
た
。
深
き
ユ
カ
リ

（
由
緒
）
の
た
め
し
で
あ
り
ま
す
の
で
し
た
。  


